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新党市民の力は、“市民の正義”を守ることを“正義”とします。ちょっと大上段にかぶった

印象ですが、これまでの市民目線・生活者起点・納税者納得の基本方針を、全ての市民の生き

る権利として具体的に表現しました。この正義は、米下院議員アレクサンドリア・オカシオ・

コルテスさんの演説を一部引用し、我々の考えを加えたものです

市民の正義とは、概念論ではなく、全ての市民が普通に生きる権利です。例えば、私たちが飲

む水・吸う空気のこと。私たちが自由に意見を述べ、投票ができ、政治をコントロールするこ

と。民主主義と多様性を認めること。私たちの人権と命が守られること。そして、全ての祖父

母、父と母の両親が、子どもたちと一緒にちゃんと時間を過ごせることです。このようなこと

を、われわれ新党市民の力は「市民の正義（権利）」とし、それを守ることを正義としました。

私たちが人間として尊重されるまち 人間尊重は、

すべての公共政策の原理。同様に社会保障制度の原理でもある。北本市で暮らすすべて

の人びと（市民）は、人間として尊重され、尊厳が守られる。こんな北本市でありたい。

私たちの命が守られるまち すべての市民の「命」が守ら

れる。妊婦の命。子どもたちの命。働く人たちの命。子育てしている母親たちの命。障

がいのある人たちの命。高齢者たちの命。家庭で、学校で、地域社会で、すべての場所

とあらゆる機会の中で市民の命は守られる。こんな北本市でありたい。

私たちが安心できる医療のあるまち すべての市

民の健康を持続させる「地域医療」。誰もが安心して医療が受けられる。高度医療から

検診の医療まで。こんな北本市でありたい。

私たちの子どもとを育むまち 限りない未来に向かった

すべての子どもたちの教育が、それぞれの個性が尊重され、考える力の育成を基本に、

基礎学力がしっかり身につく義務教育を充実する。また、学校は子どもの健康と命を守

る、最も安全な場所にする。こんな北本市でありたい。

私たちが政治に参画できるまち すべての市民が、政

治に対して自由に意見が述べられ、その意見が尊重される。こんな北本市でありたい。

私たちの夢の実現を支援されるまち すべての市

民の夢、特に若者・女性の夢の実現に、すべての市民が理解し合い、

すべての市民の自己実現が図れるまち。こんな北本市でありたい。

もっともっとたくさんの願いがあるが、すべての市民が、それぞれ

の生き方で参画できる。こんな北本市でありたい。

北本市議会議員（市民の力 代表）

●
私
は
こ
の
４
年
間
、
市
内
全
域
に
自
分
の
足

で
議
会
レ
ポ
ー
ト
を
届
け
、
地
域
の
方
と
会
話

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
こ
数
か
月
、
一
軒

一
軒
お
尋
ね
し
て
い
ま
す
。
●
そ
こ
か
ら
見
え

た
ま
ち
の
全
貌
は
、
一
変
し
て
い
ま
し
た
。
少

子
高
齢
・
人
口
減
少
の
進
展
と
と
も
に
、
市
民

の
生
活
実
態
が
予
想
を
超
え
て
い
ま
し
た
。
●

平
日
は
お
尋
ね
し
た
お
家
の
８
割
が
留
守
。
高

齢
者
世
帯
（
一
人
暮
ら
し
）
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
留
守
宅
の
子
ど
も
は
学
校
・
保
育
園
と
思

い
ま
す
が
、
大
災
害
時
の
子
ど
も
の
安
全
確
保

と
連
絡
手
段
の
整
備
は
必
須
で
す
。
●
ま
た
、

地
域
防
犯
体
制
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
が

必
要
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
ま
さ
に
一

変
し
て
い
ま
す
。
次
に
私
の
願
い
「
北
本
市
を

こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
」
を
述
べ
ま
す
。

私
の
願
い
：
北
本
市
を
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い



Q 人口減少ですか？消滅都市と言われたが…

⇒はい、それは重大な課題です。自治体経営の基礎ですから…しかし、それではありません。

Q 税収減収と歳出増加による財政問題ですか？

⇒はい、それもあります。税収は今後大きく減収する予測です。しかしそれでもありません。

Q 超高齢社会による社会保障費の問題ですか？

⇒はい、これは深刻です。しかし、これは必然性のある課題です。それも違います。

Q 公共施設の統廃合や長期間にわたる事業の先送りですか？

⇒はい、先送りできない重要な課題です。改善しなければなりませんが…少し違います。

Q うーん、何でしょうか？
市政のダイナミズムの失墜と深刻な政治不信。この改善が喫緊且つ最大の課題です。

私
た
ち
は
こ
の
４
年
間
、
現
王
園

市
長
と
市
政
運
営
に
、
市
民
目
線
、

納
税
者
の
立
場
で
真
剣
に
議
論
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
定
例
会
後
に

「
議
会
報
告
会
」
開
催
、
レ
ポ
ー
ト

を
発
行
し
て
市
民
か
ら
ご
意
見
を
聴

い
て
き
ま
し
た
。

４
年
経
っ
た
今
、
そ
こ
か
ら
見
え

た
一
つ
の
結
論
は
、
北
本
市
政
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
失
墜
で
す
。

４
年
前
の
選
挙
で
市
長
が
変
わ

り
ま
し
た
。
長
期
政
権
の
お
ご

り
と
行
き
詰
ま
り
感
か
ら
、

「
市
政
一
新
」
で
次
の
展
望
を

期
待
し
ま
し
た
。
し
か
し
実
体

は
、
「
市
政
経
営
力
（
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
）
と
公
職
者
と
し
て

の
倫
理
観
が
欠
落
」
し
、
混
迷
・

停
滞
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
失

墜
が
明
ら
か
で
す
。

さ
ら
に
、
明
快
な
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

が
な
く
、
意
思
決
定
や
合
意
形
成
の

過
程
が
不
明
瞭
で
す
。
そ
の
た
め
、

合
理
的
な
根
拠
の
な
い
ま
ま
に
税
が

投
資
さ
れ
、
議
会
は
そ
れ
を
追
認
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
市
民
の

政
治
へ
の
期
待
感
を
低
下
さ
せ
、

「
政
治
不
信
」
が
慢
性
的
に
広

が
り
、
「
政
治
へ
の
不
満
」
が

顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

若
い
人
た
ち
と
話
す
と
、
政
治

不
信
か
ら
「
あ
き
ら
め
感
」
が

広
が
っ
て
い
る
印
象
を
強
く
し

て
い
ま
す
。

北
本
市
は
、
人
口
減
少
が
続
い
て

い
ま
す
。
特
に
若
い
人
口
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
と
、
若
い
人

の
政
治
不
信
（
あ
き
ら
め
感
）
に
何

ら
か
の
関
係
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

私
た
ち
市
の
政
治
に
係
る
も
の
の
責

任
は
重
い
と
言
え
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
政
治
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
生
み
出
す
。

政
治
の
信
頼
を
取
り
戻
す
。
こ

れ
が
北
本
市
の
最
大
の
政
治
課

題
で
す
。

こ
の
こ
と
に
、
議
員
と
し
て
共
同

の
責
任
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
現
状

を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
共
同
責
任
の
あ
る
も
の
と
し
て

次
の
展
望
を
市
民
と
ご
一
緒
に
考
え

た
い
か
ら
で
す
。

昨
今
、
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
」
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
「Evidence-Bas

ed

Policy
Making

」
の
頭
文
字
を
と
っ

た
言
葉
で
す
。
日
本
語
に
直
す
と

「
根
拠
に
基
づ
く
政
策
づ
く
り
」
で
、

客
観
的
デ
ー
タ
や
情
報
に
基
づ
い
て

政
策
立
案
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

し
ご
く
合
点
が
い
き
ま
す
。

石
津
前
市
長
も
、
３
期
目
の
後
半

に
、
中
学
生
一
学
年
全
員
を
海
外
ホ
ー

ム
ス
テ
ィ
と
か
子
育
て
休
暇
中
の
所

得
を
保
障
す
る
な
ど
破
天
荒
な
政
策

は
、
ま
さ
に
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
」
無
視
で

し
た
。
で
は
現
王
園
市
長
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
野
球
場
の
防
球
ネ
ッ
ト

（
１
億
６
千
万
円
）
。
グ
リ
コ
工
場

見
学
経
由
桜
国
屋
の
日
帰
り
バ
ス
ツ

ア
ー
誘
致
で
、
は
と
バ
ス
に
７
０
０

万
円
で
委
託
。
ま
た
、
年
間
12
万
人

利
用
（
利
用
料
収
入
８
０
０
万
円
）

駅
前
駐
車
場
を
廃
止
し
て
ホ
テ
ル
業

者
に
30
年
間
の
定
期
借
地
権
で
貸
与

な
ど
、
経
済
合
理
性
や
住
民
福
祉
か

ら
の
客
観
的
根
拠
も
な
い
政
策
で
す
。

も
っ
と
も
議
会
が
認
め
ま
し
た
の
で

議
会
の
責
任
で
す
。
反
対
し
て
も
責

任
は
残
り
ま
す
。

野
球
場
は
硬
式
球
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
稼
ぐ
と
い

う
が
、
稼
ぐ
道
筋
は
見
せ
て
い
な
い
。

バ
ス
ツ
ア
ー
は
延
べ
２
０
０
人
ぐ
ら

い
で
、
一
人
の
誘
致
に
何
万
円
掛
っ

た
の
か
。
ホ
テ
ル
で
市
内
の
経
済
が

ど
う
循
環
す
る
の
か
合
理
的
説
明
は

で
き
て
い
な
い
。
３
月
議
会
に
は
、

桜
国
屋
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
経
費
１
億

６
千
万
円
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
年
額
３
億
円
程
度
の
売
り
上
げ

の
施
設
を
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。
観
光
交
流
が
理
由
だ
が
、
こ

れ
ら
の
政
策
は
本
市
の
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
対
策
に
は
な
ら
な
い
。

本
市
の
喫
緊
の
政
策
課
題
は
、
人

口
減
少
対
策
で
す
。
そ
れ
も
遅
き
に

失
し
た
が
、
こ
こ
２
，
３
年
が
正
念

場
で
す
。
こ
の
10
年
人
口
減
少
対
策

に
は
決
定
打
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
口
デ
ー
タ
と
社
会
的
要
因
を
客
観

的
に
分
析
し
、
選
択
と
集
中
を
さ
せ

る
べ
き
で
す
。

い
ぜ
れ
に
せ
よ
、
人
口
減
少
問
題
、

高
齢
化
問
題
、
財
政
問
題
は
、
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
と
議
会
議
員
の
問
題
意

識
の
持
ち
方
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

政
治
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
立
が
最
重

要
で
す
。
北
本
市
の
未
来
を
決
め
る

の
は
、
市
民
の
判
断
で
す
。
諦
め
る

こ
と
な
く
投
票
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。


